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東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
、
所
内
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
地
震
史
料
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
と
連
携
し
て
、「
文
献
史
料

に
よ
る
歴
史
地
震
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
公
開
」（
二

〇
一
四
～
一
八
年
度
）、
及
び
「
歴
史
地
震
火
山
活
動
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
・
分
析
」

（
二
〇
一
七
～
二
三
年
度
）
と
い
う
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
「
恒
例
関
東
献
上
使
日
記
」
は
、
嘉
永
七
年
（
安
政
元
、
一
八

五
四
）
に
発
生
し
た
安
政
東
海
地
震
の
記
事
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
史
料
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
に
利
用
す
べ
く
収
集
し
た
史
料
で
あ
る
（
竪
半
帳
、
竪
11
・

５
㎝
×
横
15
・
５
㎝
、
袋
綴
じ
68
丁
、
架
蔵
番
号
〇
二
七
三
―
三
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

本
史
料
の
「
恒
例
関
東
献
上
使
」
と
は
、
修
験
本
山
派
の
総
本
山
で
あ
る
京
都
の

聖
護
院
が
、
江
戸
の
将
軍
や
幕
閣
等
の
各
方
面
に
御
札
・
巻
数
等
を
献
上
・
配
付
す

る
た
め
毎
年
派
遣
し
て
い
た
使
者
の
こ
と
で
あ
り
、
本
史
料
は
嘉
永
七
年
の
使
者
小

嶋
治
部
法
眼
春
道
の
日
記
で
あ
る
。
通
常
こ
の
献
上
使
は
、
聖
護
院
の
院
家
先
達
で

あ
る
住
心
院
と
若
王
子
が
共
に
務
め
た
が
、
こ
の
年
は
「
東
山
者
当
年
御
朱
印
改
、

三
上
大
輔
秀
賀
、
九
月
十
七
日
立
ニ
而
罷
下
り
先
着
、
江
戸
ニ
待
合
候
間
」（
十
月
二

十
七
日
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
東
山
」
す
な
わ
ち
若
王
子
の
使
者
三
上
大
輔
秀
賀

は
朱
印
改
め
の
た
め
先
発
し
て
お
り
、
恒
例
通
り
に
出
立
し
た
の
は
住
心
院
の
使
者

小
嶋
春
道
一
行
の
み
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
日
記
に
は
、
本
文
が
始
ま
る
前
に
、
各
方
面
に
献
上
・
配
付
す
る
御

札
等
と
そ
の
献
上
・
配
付
先
、
必
要
な
物
品
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
文
は
、

十
月
二
十
七
日
の
京
都
出
立
か
ら
十
一
月
十
九
日
の
江
戸
到
着
ま
で
の
道
中
記
、
十

一
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
九
日
ま
で
、
各
方
面
へ
の
御
札
等
献
上
・
配
付
を
中
心
と

し
た
江
戸
に
お
け
る
行
動
の
記
録
、
十
二
月
十
日
に
江
戸
を
発
し
て
同
月
二
十
日
に

近
江
国
土
山
宿
に
着
く
ま
で
の
道
中
記
、
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

十
月
二
十
七
日
に
京
都
を
出
発
し
た
使
者
小
嶋
春
道
と
宰
領
佐
々
木
伴
右
衛
門
ら

の
一
行
は
、
東
海
道
を
下
っ
て
江
戸
に
向
か
う
が
、
関
宿
か
ら
桑
名
宿
に
至
る
間
に
、

こ
の
年
六
月
十
五
日
に
起
こ
っ
た
伊
賀
上
野
地
震
の
被
災
の
様
子
を
目
に
し
た
。
特

に
庄
野
宿
・
四
日
市
宿
の
被
害
が
甚
大
で
あ
り
、「
実
ニ
聞
入
よ
り
も
恐
怖
成
事
也
」

（
十
月
二
十
九
日
条
）
と
感
慨
を
記
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
十
一
月
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
寅
刻
前
に
島
田
宿
を
出
発
し
、
藤
枝
宿
・

岡
部
宿
を
経
て
、宇
津
谷
峠
を
下
っ
て
丸
子（
鞠
子
）宿
の
直
前
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、

史
料
紹
介嘉

永
七
年
「
恒
例
関
東
献
上
使
日
記
」
と
安
政
東
海
地
震

佐　
　

藤　
　

孝　
　

之

杉　
　

森　
　

玲　
　

子

荒　
　

木　
　

裕　
　

行

林　
　
　
　
　

晃　
　

弘
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「
地
震
大
ニ
強
く
、
人
足
共
立
歩
難
成
」
と
、
大
地
震
（
安
政
東
海
地
震
）
に
遭
遇

し
た
の
で
あ
る
。
地
震
の
発
生
時
刻
は
「
今
朝
地
震
四
時
前
」
と
い
う
。
交
通
が
遮

断
さ
れ
人
馬
の
継
立
も
出
来
な
い
状
態
で
、
丸
子
川
原
に
野
宿
す
る
こ
と
に
な
り
、

同
所
で
一
〇
日
間
ほ
ど
の
滞
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
日
記
の
表

紙
に
は
「
地
震
滞
」、
裏
表
紙
に
は
「
道
中
地
震
滞
留
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

翌
五
日
条
に
は
地
震
の
記
載
は
な
く
、
六
日
条
の
冒
頭
に
「
昨
夜
ゟ
、
余
波
之
地

震
度
々
有
之
、
其
数
不
相
分
候
」
と
あ
っ
て
、
余
震
が
頻
発
し
て
い
る
様
子
が
窺
え

る
が
、
五
日
に
発
生
し
た
安
政
南
海
地
震
に
触
れ
た
記
事
は
み
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
後
、
各
宿
場
の
被
災
状
況
や
継
立
機
能
の
復
旧
に
向
け
た
動
き
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
七
日
条
に
は
、
府
中
（
駿
府
）
の
状
況
と
し
て
、「
灰
か
き
始
り
、

死
人
・
怪
我
人
三
百
人
余
」
と
記
し
、
子
守
が
焼
死
し
た
こ
と
に
対
し
「
実
ニ
笑
止

之
至
也
」
と
嘆
息
し
て
い
る
。
十
日
条
か
ら
は
、
伊
豆
下
田
で
津
波
に
巻
き
込
ま
れ

た
ロ
シ
ア
艦
船
デ
ィ
ア
ナ
号
の
こ
と
と
思
わ
れ
る「
異
船
」の
情
報
、下
田
や
今
切
・

舞
坂
の
津
波
被
害
の
情
報
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
月
以
来
干

上
が
っ
て
い
た
丸
子
川
の
水
が
、
十
日
晩
よ
り
溢
れ
出
た
と
も
あ
る
。
八
日
条
に
は
、

「
空
敷
逗
留
」
が
続
く
な
か
で
、
近
く
の
吐
月
峯
柴
屋
寺
を
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、

十
一
日
に
も
再
び
同
寺
を
訪
ね
て
い
る
（
同
日
条
）。

　

十
三
日
に
な
っ
て
、
明
日
は
出
立
で
き
る
か
と
の
情
報
を
得
、
泊
り
付
の
「
追
触
」

を
出
し
て
い
る
が
、
興
津
宿
か
ら
人
馬
継
立
は
し
な
い
と
の
通
知
が
き
て
、
出
立
は

延
期
に
な
っ
た
（
十
三
日
・
十
四
日
条
）。
十
五
日
に
漸
く
出
立
し
た
春
道
一
行
は
、

同
日
中
に
由
比
宿
ま
で
行
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
時
間
が
遅
く
な
っ
た
た
め
興
津
に

泊
る
こ
と
に
な
っ
た
（
十
五
日
条
）。
同
日
条
に
は
、
三
保
松
原
と
下
田
で
の
津
波

の
風
聞
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
日
に
は
、
十
二
日
に
江
戸
を
発
っ
た
三
上

秀
賀
の
宰
領
善
介
が
、
三
上
の
書
状
を
携
え
て
丸
子
ま
で
や
っ
て
来
て
い
る
。

　

十
六
日
条
で
は
、
干
上
が
っ
て
い
た
富
士
川
が
倍
増
の
出
水
と
な
っ
た
こ
と
、
甲

州
の
船
頭
四
人
が
「
山
す
れ
」
に
打
た
れ
即
死
し
た
こ
と
を
聞
き
、
岩
渕
で
は
「
即

死
四
十
人
」
と
聞
き
、「
実
ニ
恐
怖
無
限
事
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
一
七
〇
年

余
以
前
の
「
延
宝
八
年
六
月
津
浪
」
以
来
未
曽
有
の
こ
と
か
と
記
し
て
い
る
。

　

十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
原
宿
で
明
け
方
火
事
に
遭
い
、
宿
で
朝
飯
も
取
れ
ず
に
出

立
し
、
各
宿
場
の
被
災
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
進
ん
で
い
る
。
箱
根
の
山

越
え
で
は
、
宰
領
の
伴
右
衛
門
が
畑
宿
に
泊
ま
ろ
う
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
原
宿

の
火
事
の
よ
う
な
「
非
常
」
が
あ
り
う
る
と
し
て
、
春
道
は
下
部
一
人
と
下
山
を
強

行
し
、
途
中
で
提
灯
に
火
を
灯
し
て
小
田
原
宿
ま
で
進
ん
だ
。

　

こ
う
し
て
、
十
九
日
に
江
戸
に
到
着
し
た
春
道
は
、
翌
々
二
十
一
日
か
ら
御
札
等

の
献
上
・
配
付
に
各
方
面
を
廻
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
地
震
に
よ
っ
て
江
戸
到
着
が

遅
れ
た
た
め
、将
軍
・
大
奥
へ
の
献
上
が
通
例
と
異
な
り「
御
礼
前
別
日
ニ
献
上
」（
二

十
一
日
条
他
）
と
な
り
、
二
十
五
日
に
将
軍
へ
献
上
、
二
十
六
日
に
大
奥
へ
献
上
し

た
（
二
十
五
日
・
二
十
六
日
条
）。
そ
し
て
、
十
二
月
一
日
に
は
将
軍
の
「
出
御
」

が
あ
り
、「
御
礼
」
が
済
ん
だ
（
同
日
条
）。
五
日
に
登
城
し
「
御
暇
」
を
済
ま
せ
（
同

日
条
）、
十
日
に
江
戸
を
出
立
し
帰
途
に
就
い
た
（
同
日
条
）。

　

帰
途
で
は
、
沼
津
城
・
田
中
城
・
横
須
賀
城
が
地
震
の
被
害
を
受
け
、
そ
の
報
告

の
た
め
で
あ
ろ
う
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
城
主
が
参
勤
し
た
こ
と（
十
二
日
・
十
四
日
条
）、

舞
坂
宿
で
は
暴
風
雨
の
た
め
船
が
出
ず
、同
宿
に
一
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と（
十

六
日
・
十
七
日
条
）な
ど
が
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、金
谷
よ
り
小
夜
中
山
が「
大
崩
」、

掛
川
宿
よ
り
袋
井
宿
ま
で
「
大
転
倒（
カ
）大

焼
失
」
と
あ
り
（
十
五
日
条
）、
新
居
関
所

の
津
波
被
害
に
も
言
及
し
て
い
る
（
十
七
日
条
）
が
、
概
し
て
簡
単
な
記
述
に
な
っ

て
い
る
。
最
後
は
、
土
山
宿
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
筆
が
擱
か
れ
て
い
る
が
、
恐
ら

く
翌
日
京
都
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
日
記
は
、
安
政
東
海
地
震
に
よ
っ
て
宿
場
の
機
能
が
麻
痺

し
た
な
か
で
の
交
通
の
混
乱
状
態
や
、
そ
こ
か
ら
の
復
旧
の
経
過
が
知
ら
れ
る
と
と

も
に
、
道
中
で
目
に
し
た
被
災
状
況
や
風
聞
な
ど
に
よ
る
情
報
が
、
旅
行
者
の
立
場
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で
記
さ
れ
て
い
る
興
味
深
い
史
料
と
い
え
る
。

　

本
史
料
は
、
聖
護
院
の
御
札
等
の
献
上
・
配
付
を
目
的
と
し
た
使
者
の
日
記
で
あ

る
。
従
っ
て
、
御
札
等
の
献
上
・
配
付
に
つ
い
て
当
然
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
聖
護
院
の
本
末
支
配
に
関
わ
る
記
事
等
も
み
ら
れ
、
そ
う
し
た
面
で
の
利
用
も
な

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
史
料
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
方
、
道
中
に
お
い

て
安
政
東
海
地
震
に
遭
遇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
関
係
記
事
が
多
く
み
ら
れ
、
地

震
史
料
と
し
て
利
用
で
き
る
史
料
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
地
震
史
料
と
し
て
の
側
面
を

中
心
に
、
若
干
の
内
容
紹
介
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。�

（
佐
藤
孝
之
）

【
凡
例
】

一�

異
体
字
・
変
体
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
通
用
の
字
体
と
し
た
が
、
一
部
の
変
体
仮

名
は
字
母
漢
字
を
小
さ
く
表
記
し
た
（
者
＝
は
、
江
＝
え
）。

一
闕
字
や
平
出
は
、
原
本
の
表
記
に
従
っ
た
。

一
適
宜
、
読
点
・
並
列
点
を
加
え
た
。

一
校
訂
註
は
〔　

〕
で
示
し
、
説
明
註
は
（　

）
で
示
し
た
。

「　

嘉
永
七
甲
寅
歳
十
月
廿
七
日

　
　

恒
例
関
東
献
上
使
日
記

　
　

地
震
滞　
　
　

法
眼
春
道
勤　

」

御
関
所
名
札

　

若
王
子
権
僧
正
使
兼
帯

　

住
心
院
大
僧
都
使

　
　
　
　
　

小
嶋
治
部
法
眼

　
　

御
表

公
方
様

　

大
板
札
弐
枚　
天
気
泰
平 

上

　
　
　
　

　

大
奉
書
御
札
守
・
巻
数

　

中
奉
書
胴
巻
白
赤
永
水
引　

差
札
、白
木
台

　

御
薫
物
錫
五
両
入　
壱
器

　

金
薄
様
包　
下
ヶ
札　
　
　

　
　

白
木
台
乗

　
　

御
大
奥

公
方
様　
　
　
　
　
　
御
三
拾
壱

　

大
護
摩
大
板
札
二
枚

　

大
奉
書
御
札
守
・
御
巻
数

　

三
宿
請
状

　

中
奉
書
胴
巻　
白
赤
永
水
引
、
白
木
台
乗

公
方
様

　

大
板
札
弐
枚

　

大
奉
書
御
札
・
巻
数
・
御
守

　

御
自
分
護
摩
状

　

中
奉
書
胴
巻　
白
赤
永
水
引
、
白
木
台
乗

　

御
薫
物
錫
五
両
入

　

金
薄
様
包　
下
ヶ
札
、白
木
台
乗

　
　
　
　
　
　
　

　

御
目
ろ
く	

壱
通

　

御
老
女
中
御
文	

壱
通

　

使
僧
添
文	

壱
通

（
表
紙
）

還
暦
叟

下
り
道
中

（
雄
厳
）

（
雄
真
）

（
德
川
家
慶
）
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御
老
女
中
御
名
前

　

万
里
小
路 

さ
ま

　

哥
は
し 
さ
ま

　

明
日
香
井 
さ
ま

　

岩　
　

岡 

さ
ま

　

浜
お
か 

さ
ま

　

瀬　
　

川 

さ
ま

　

瀧
や
ま 

さ
ま

　

御
老
中

阿
部
伊
勢
守
殿

牧
野
備
前
守
殿

松
平
和
泉
守
殿

松
平
伊
賀
守
殿

久
世
大
和
守
殿

内
藤
紀
伊
守
殿

　

右
御
進
物

小
板
札
弐
枚

中
奉
書
札
守
・
巻
数

　
い
よ
奉
書
胴
ま
き

白
赤
継
水
引　

白
木
台

薫
物
大
藤
実　
桐
箱
入

　
　
　
　
　

ぬ
り
台
乗

呈
書
格
通

　

御
若
年
寄

鳥
居
丹
波
守
殿

本
多
越
中
守
殿

松
平
玄
蕃
頭
殿

遠
藤
但
馬
守
殿

本
荘
安
芸
守
殿

森
川
出
羽
守
殿

酒
井
右
京
亮
殿

　

右
御
進
物

中
奉
書
札
守　
白
木
台
乗

薫
物
小
藤
実　
折
か
た
包

ぬ
り
台

呈
書
格
通

　

寺
社
御
奉
行

太
田
摂
津
守
殿

本
多
中
務
大
輔
殿

松
平
豊
前
守
殿

安
藤
長
門
守
殿

　

寺
社
御
見
習

松
平
右
京
亮
殿

右
、
各
呈
書
格
通
、

　

御
月
番
へ
例
書
出
、

　

御
檀
越
家

当
年
御
在
城
ニ
付
、
御
国
へ
不
動
院
相
勤
候
、

井
伊
掃
部
頭
殿

　

右
当
年
御
在
邑
ニ
付
、
佐
保
山
江
御
使
不
動
院
勤
、

仙
台
中
将
殿

（

歌

橋

）

（
飛
鳥
）

（
岡
）

（
山
）

（
正
弘
、福
山
藩
主
）

（
忠
雅
、長
岡
藩
主
）

（
乗
全
、西
尾
藩
主
）

（
忠
優
、上
田
藩
主
）

（
広
周
、関
宿
藩
主
）

（
信
親
、村
上
藩
主
）

（
忠
挙
、壬
生
藩
主
）

（
忠
徳
、泉
藩
主
）

（
忠
恵
、小
幡
藩
主
）

（
胤
統
、三
上
藩
主
）

〔
庄
〕（道
貫
、高
富
藩
主
）

（
俊
民
、生
実
藩
主
）

（
忠
毗
、敦
賀
藩
主
）

（
資
功
、掛
川
藩
主
）

（
忠
民
、岡
崎
藩
主
）

（
信
篤
、亀
山
藩
主
）

（
信
睦
、平
藩
主
）

（
輝
徳
、高
崎
藩
主
）

（
直
弼
、彦
根
藩
主
）

〔
和
ヵ
〕

（
伊
達
慶
邦
、仙
台
藩
主
）
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松
平
豊
前
守
殿

　

大
板
札
二
枚

　

大
奉
書
札
守
・
巻
数
・
御
状

五
嶋
左
衛
門
尉
殿

松
平
主
殿
頭
殿

　

中
板
札
二
枚
、
中
奉
書
札
守
・
巻
数

　

薫
物
大
藤
実
、
桐
筥
入
、
白
木
台

　

御
状

松
平
遠
江
守
殿

北
條
美
濃
守
殿

有
馬
兵
部
大
輔
殿

品
川
式
部
大
輔
殿
六
番
丁　
　
　
　

　

は
き
だ
め
坂
下

品
川
縫
殿
助
殿

　

中
奉
書
札
守

　

薫
物
小
藤
実
、
折
形
包

　

白
木
台
乗

会
津
少
将
殿

鍋
嶋
加
賀
守
殿

井
伊
兵
部
少
輔
殿

　

右
、
各
御
見
舞
御
状
計
、

今
川
駿
河
守
殿　
　
用
人
鷹
川
多
司
馬

　
　

井
戸
伝
兵
衛　

　
　

渡
辺
段
右
衛
門

　

小
板
札
二
枚
、
中
奉
書
札
守
・
巻
数
、
い
よ
奉
書
胴
巻
、
白
木
台

　

薫
物
大
藤
実
、
折
か
た
包

　

干
菓
子
一
箱
、
御
状
、
ぬ
り
台

　

使
僧
自
分
ゟ
昆
布
二
袋

中
條
中
務
大
輔
殿

　

薫
物
大
藤
実
、
折
形
包

　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
り
台

　

干
菓
子
一
折

　
　
　

用
人
飯
村
守
衛

　
　
　
　

金
百
疋
、
相
合
送
之
、

　
　
　

在
原
ゟ
候
人
ゟ
伺
状

鈴
木
庄
五
郎
殿

　

松
風
、
桐
筥
入　

一

　

薫
物
大
藤
実　
　

一
相
合

　

進
上
番
所

　
　

番
之
頭
壱
人　
　
大
風
呂
敷
一

　
　
　

上
番
三
人　
　
　

同
小
一
つ
宛

　
　
　

下
番
三
人　
　
　

同
一
つ
宛

　
　
　

進
上
番
一
人　
　

同
一
つ

　
　
　

陸
尺
四
人　
　
　

金
百
疋

　
　
　
　

〆　

風
呂
敷
八
つ
と

　
　
　
　
　
　
　

金
壱
部
也
、

　

右
之
通
、
双
方
ゟ
別
々
送
る
、

金
地
院

　

僧
録	

　
　
　
　

煎
茶
三
袋

　

松
月
借
料	
金
壱
両

（
盛
成
、福
江
藩
主
）

（
忠
精
、島
原
藩
主
）

（
忠
栄
、尼
崎
藩
主
）

（
氏
燕
、狭
山
藩
主
）

（
慶
頼
、久
留
米
藩
主
）

袋
六
番
丁（
氏
経
）

（
松
平
容
保
、会
津
藩
主
）

（
直
亮
、小
城
藩
主
）

（
直
経
、与
板
藩
主
）

（
範
叙
、高
家
）

（
信
礼
、高
家
）

御
広
敷
番
之
頭

〔
分
〕

（
惟
叢
元
弘
）
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役
者
両
人	

小
藤
実
、
折
形
包

　

中
村
清
三
郎	

金
百
疋

　

玄
関
番	

同
百
疋

　

小　

頭	
五
十
疋

　

門　

番	
十
五
疋

　

右
、
〆
相
合
送
る
、

御
城
頼
坊
主
衆

　
　

鈴
木
専
甫

　
　

湯
川
一
雲

　
　

横
山
宗
与

　

右
三
人
へ
風
ろ
敷
一
つ
、
切
立
一
つ
宛
、

御
本
丸
御
座
敷
役
十
人

　
　

切
立
一
つ
宛
送
之
、

御
玄
関
番

　

篠
原
辰
四
郎　
　
　
金
五
十
疋　
　

た
ら
に
介　

一　

　
　

同
小
も
の
へ　

た
ら
介　

二　
相
合

百
人
番
所

　

河
村
宗
介　
　
　
　
金
弐
朱　
　
　

た
ら
に
介　

一
相
合

小
普
請
部
や

　
　

小
も
の
へ　
　
　

た
ら
に
介　

一

　
　

大
蔵
院　
　
　
　
切
立

昆
布

　
　

秀
宝
院　
　
　
　
同

　
　

内
田
長
兵
衛　
　

干
菓
子　
相
合

　
　

宮
船
役
人　
　
　

の
り
一
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
合

　
　

新
居

　
　
　

水
主
中　
　
　

金
百
疋　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
合

　
　

同

　
　
　

い
つ
ミ
や　
　

の
り
一
帖

　
　
　
　
　
　

甚
介　
　
　
　
相
合

　
　
　

当
方
調
進
用
意
物

一
風
呂
敷　
本
大

額
下　
　
　
三　
頼
坊
主
衆
三
人

一
同　

大
蝋
引　
　
　

弐　
進
上
番
之
頭

一
同　

四
方
額
下　

十
四　
同
所
上
番
下
番

進
上
番　

　
　
　
又
大
蝋
引　
　
　
一　
五
嶋
留
主
居

一
蝋
燭　
　

百
五
拾
丁

一
下
り
先
触

一
御
証
文
申
込
書

一
御
証
文
写　
　

二
通

一
下
り
勘
定
帳　
　
　

七
綴

一
下
り
撫
籠
帳　
　
　

五
綴

　
　
　

用
意
物
覚

一
献
上
板
札　
　

三
座

一
大
板
札　
　
　

仙
台　

亀
山

一
中
板
札　
　
　

五
嶋　

嶋
原　

今
川

一
同
薄
板　
　
　

御
老
中
六
軒
分

一
大
奉
書
札
守　
　
　

五

　
　

献
上　

三　
　

仙
台　

亀
山

一
中
奉
書
札
守

相
合

〔
に
脱
ヵ
〕

（
住
心
院
江
戸
触
頭
）

（
若
王
子
江
戸
触
頭
）

三
匁

二
八

二
三

一
六

十
匁
が
け
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老
中　

六　
　

若
年
寄　

七　
　

五
嶋

　
　

嶋
原　
　
　
　

今
川　
　
　
　
　

尼
崎

　
　

有
馬　
　
　
　

品
川　
　
　
　
　

品
川

一
巻
数　
　

十
五

　
　

献
上　

三　
　

老
中　

六　
　

仙
台

　
　

亀
山　
　

五
嶌　
　

嶋
原　
　

今
川

一
金
薄
様　
　

弐

一
折
形
包

　
　

若
年
寄　

七　
　
　

尼
崎　
　

北
条　
　

有
馬

　
　

品
川　
　

品
川　
　

今
川　
　

中
条　
　

鈴
木

　
　

役
僧

一
折
懸　
　

十
五

　
　

坊
主
衆　

十
三　
　

触
頭　

二

一
錫
大
薄
様
五
両
入　
　
　

弐

一
同
大
藤
の
ミ　
　
　
　
　

十
一

　
　

老
中　

六　
　

五
嶋　
　

嶋
原　
　

今
川

　
　

中
条　
　

鈴
木

一
同
小
藤
の
ミ　
　
　
　
　

十
四

　
　

若
年
寄　

七　

北
条　
　

尼
崎　
　

品
川

　
　

品
川　
　
　
　

有
馬　
　

役
僧　

二

一
同　

切
立　
　
　
　
　
　

十
五

　
　

坊
主
衆　

十
三　
　

触
頭　

二

一
三
宿
請
状　
　
　

壱
通

一
御
も
く
ろ
く　
　

一

一
御
書
類　
　
　
　

例
書

一
御
文　
　

添
文　
　

請
文

一
受
取
書　

さ
し
札　

下
ケ
札

一
用
意
物
府

一
火
打
紙　
　

封
紙　
　

水
引

一
い
よ
奉
書
三
枚
継　
　

二
枚

一
用
意
紙

一
ら
う
そ
く

一
ふ
ろ
敷

一
干
菓
子

一
こ
ん
ふ

一
文
箱

十
月
廿
七
日
　
壬
戊
　
晴

一�

寅
刻
、
如
恒
例
御
料
理
頂
戴
之
、
一
同
御
門
前
江
被
見
立
候
、
当
番
春
道
勤
、
宰

領
佐
々
木
伴
右
衛
門
、
下
部
丹
州
宮
川
村
弥
五
郎
等
也
、
東
山
者
当
年
御
朱
印
改
、

三
上
大
輔
秀
賀
、
九
月
十
七
日
立
ニ
而
罷
下
り
先
着
、
江
戸
ニ
待
合
候
間
、
去
年

之
通
此
方
ゟ
両
御
室
御
使
兼
帯
ニ
付
、
其
段
伝　

奏
江
御
届
相
済
候
事
也
、
御
撫

物
御
用
櫃
幷
駄
荷
弐
、
小
差
等
ニ
て
、
馬
壱
疋
ニ
付
都
合
人
足
六
人
、
馬
壱
疋
移

替
り
ニ
而
賃
人
足
弐
人
ニ
付
、
先
払
金
壱
両
弐
部
弐
朱
遣
之
候
、

一�
内
藤
知
人
竹
本
加
太
夫
法
師
、
江
戸
ニ
息
子
下
り
居
候
間
、
引
返
し
ニ
罷
越
度
、

随
身
相
願
候
間
、
任
願
候
、

一�

今
日
、
三
井
寺
之
御
使
有
之
、
小
嶋
定
之
進
大
津
迄
見
立
旁
罷
越
し
候
、

　

�

廿
九
日
、
理
覚
院
大
会
有
之
付
御
越
し
、
聞
合
用
向
也
、

　

�

今
朝
、
奴
茶
や
ニ
て
夜
明
ニ
成
、
大
津
・
草
津
役
人
出
迎
、
人
馬
継
立
、
未
半
刻

石
部
へ
着
、
定
宿
柏
や
音
八
ニ
止
宿
、
中
酒
出
之
、

〔
苻
〕

〔
戌
〕

〔
分
〕
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廿
八
日
　
癸
亥
　
晴
時
雨
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一�

寅
刻
、
石
部
発
足
、
田
川
夜
明
、
水
口
・
土
山
・
坂
下
役
人
出
、
人
馬
継
立
、
関

江
着
、
申
之
刻
、
役
人
出
迎
、
例
宿
は
ぎ
や
市
左
衛
門
ニ
宿
、

　

今
日
、
中
飯
、
松
尾
丹
羽
屋
ニ
て
給
、

　
　
　
　
廿
九
日
　
甲
子
　
晴
　
天
赦

一�

関
出
立
、
寅
刻
、
亀
山
・
庄
野
・
石
薬
師
人
馬
継
立
、
追
分
ニ
て
中
食
、
四
日
市

役
人
出
迎
、
人
馬
継
立
、
桑
名
江
着
、
申
刻
、
役
人
・
宿
主
出
迎
、
例
宿
味
岡
市

右
衛
門
ニ
止
宿
、
中
酒
出
之
、

　

�

六
月
十
四
日
之
地
震
崩
損
場
所
、
庄
野
多
分
損
し
、
石
薬
師
者
損
所
少
く
、
追
分

ゟ
日
永
、
引
続
四
日
市
之
大
変
、
焼
亡
等
者
実
ニ
聞
入
よ
り
も
恐
怖
成
事
也
、

　
　
　
　
晦
日
　
乙
丑
　
晴

一�

六
時
、
役
船
へ
荷
物
積
込
、
役
人
・
宿
立
ノ
見
立
、
乗
船
四
人
、
水
主
少
く
小
振

船
也
、
直
様
出
帆
、
海
上
無
異
熱
多
ニ
着
、
干
水
故
様
子
ニ
ゟ
途
中
ニ
て
小
船
ニ

て
移
り
呉
候
様
申
居
候
得
と
も
、
都
合
能
無
其
儀
、
午
刻
着
岸
、
伊
勢
や
久
右
衛

門
ニ
着
、
如
例
中
食
、
半
旅
籠
申
付
ル
処
、
暫
待
呉
候
様
申
故
、
二
階
ニ
登
り
待
居
、

追
付
相
調
、
直
様
同
所
発
足
、
申
刻
前
成
海
ニ
着
、
役
人
出
迎
、
脇
本
陣
銭
屋
、

宮
宿
い
せ
や
座
敷
先
庭
前
広
が
り
、
追
々
繁
栄
万
事
行
届
候
事
也
、

　
　
　
　
霜
月
朔
日
　
丙
寅
　
晴

一�

成
海
出
立
、
寅
刻
前
、
前
後
過
夜
明
、
智
立
役
人
出
迎
、
人
馬
継
立
、
矢
矯
橋
詰

休
息
、
中
食
相
整
、
松
葉
橋
よ
り
同
心
・
町
役
驚
固
如
例
、
岡
崎
城
下
番
所
同
心

下
座
戸
を
引
、
同
宿
役
人
出
、
人
馬
継
立
、
淡
雪
ニ
て
休
息
ニ
付
、
同
所
ゟ
同
心

引
取
ら
セ
候
、
藤
川
・
赤
坂
役
人
出
迎
、
人
馬
継
立
、
申
刻
過
御
油
江
着
、
役
人

幷
定
宿
出
迎
、
例
宿
河
内
や
弥
平
大
ニ
止
宿
、
如
例
密
柑
・
せ
ん
茶
出
之
、

　
　
　
　
二
日
　
丁
卯
　
曇
、
夕
雨

一�

御
油
出
立
、
寅
刻
、
豊
川
手
前
夜
明
、
吉
田
城
下
同
心
警
固
如
例
、
吉
田
・
二
川
・

白
須
賀
役
人
出
迎
、
人
馬
継
立
、
新
居
同
心
警
固
如
例
、
宿
役
幷
和
泉
や
甚
介
出

迎
、
甚
介
方
ニ
て
如
例
中
食
、
半
旅
籠
相
整
、
追
付
出
足
、

　

�

御
関
所
手
札
持
参
、
乗
駕
頃
御
箱
裏
改
済
、
駕
戸
を
引
通
行
、
船
場
ニ
て
水
主
頭
・

同
心
等
へ
会
釈
之
上
御
船
へ
乗
、
無
程
舞
坂
へ
着
、
同
心
幷
役
人
へ
会
釈
乗
駕
、

舞
坂
人
馬
継
立
、
所
々
休
足
、
申
半
刻
浜
松
へ
着
也
、
定
宿
近
江
や
清
太
夫
、
今

日
城
主
ゟ
用
場
ニ
相
成
候
断
入
来
ニ
而
、
御
用
宿
三
河
や　
　
　

止
宿
、
五
色
餅

廿
出
之
、

一�

叶
坊
ゟ
使
、
腫
物
ニ
而
歩
行
不
成
、
亀
齢
院
ハ　

御
朱
印
改
ニ
て
九
月
ゟ
出
府
、

旁
今
日
見
廻
不
参
申
来
候
、
半
切
到
来
ニ
付
、
懐
紙
・
た
に
さ
く
・
昆
布
送
之
、

　
　
　
　
三
日
　
戊
辰
　
晴

一�

浜
松
発
足
、
寅
刻
、
天
龍
川
夜
越
、
池
田
抜
道
ニ
て
夜
明
、
見
付
役
人
出
、
継
立
、

原
川
金
田
や
中
食
、
掛
川
・
日
坂
・
金
谷
人
足
継
立
、
菊
川
向
へ
大
井
川
役
人
出

迎
、
大
井
川
六
十
八
文
川
、
台
こ
し
、
無
滞
相
越
、
嶋
田
へ
着
、
申
半
刻
、
役
人

幷
宿
主
出
迎
、
例
宿
大
藪
八
郎
右
衛
門
ニ
宿
、
干
菓
子
出
之
、

　

昨
夜
、
当
地
雷
鳴
之
よ
し
、
夫
故
歟
、
今
日
快
晴
な
か
ら
風
烈
寒
、

　
　
　
　
四
日
　
己
巳
　
晴

一�

寅
刻
前
、
嶋
田
発
足
、
藤
枝
ニ
て
東
雲
ニ
相
成
、
岡
部
役
人
出
迎
、
人
馬
継
立
、

宇
都
谷
峠
下
り
、
や
の
沢
松
幷
木
迄
罷
越
し
候
処
、
地
震
大
ニ
強
く
、
人
足
共
立

歩
難
成
、
暫
傍
之
原
ニ
休
足
之
上
、
丸
子
橋
迄
之
間
家
毎
ニ
門
出
居
候
処
、
丸
子

蔦
屋
老
叟
罷
越
し
、宿
内
家
内
一
同
火
の
気
を
除
、休
足
相
断
候
所
へ
、宿
役
人
・

小
ざ
し
出
来
り
、
府
中
宿
三
ケ
所
よ
り
火
事
相
発
し
、
中
〳
〵
継
立
所
ニ
て
無
之
、

仍
而
丸
子
川
原
ニ
其
侭
相
控
居
候
処
、
藤
枝
宿
出
火
ニ
て
往
来
相
留
り
候
由
、
安

部
川
へ
山
崎
観
音
寺
僧
正
渡
り
掛
り
候
処
、
川
越
倒
れ
役
人
居
所
も
倒
、
中
〳
〵

大
変
之
由
追
々
注
進
有
之
、
下
り
ハ
勿
論
登
り
と
も
ニ
相
絶
、
宿
々
継
立
無
之
ニ

付
、
追
々
丸
子
川
原
ニ
相
控
居
候
所
、
俄
之
怪
我
人
抔
召
連
走
去
候
躰
な
と
、
実

ニ
恐
敷
次
第
ニ
付
、
無
是
非
丸
子
川
原
ニ
野
宿
い
た
し
候
、
今
朝
地
震
四
時
前
也
、

〔
主
ヵ
〕

〔
田
〕〔

鳴
〕

〔
鳴
〕

〔
池
鯉
鮒
〕

（
マ
ヽ
）

〔
警
〕

〔
太
ヵ
〕

（
マ
ヽ
）

（

短

冊

）

〔
津
〕

（
並
木
）

〔
倍
〕
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五
日
　
庚
午
　
晴

一�
宿
役
人
四
人
同
伴
ニ
て
川
原
野
宿
へ
来
る
、
今
日
之
所
当
宿
丈
ハ
継
立
可
申
候
得

と
も
、
府
中
・
江
尻
と
も
ニ
継
立
ハ
出
来
申
間
敷
、
川
方
御
普
請
奉
行
・
役
人
岡

部
ニ
滞
留
ニ
て
、
段
々
や
か
ま
し
く
被
申
候
故
、
只
今
当
宿
丈
御
継
立
仕
候
、
是

ハ
安
部
川
筋
を
倹
分
ニ
て
、
北
の
方
へ
御
通
行
故
、
道
中
外
之
事
ニ
候
、
其
外
之

滞
留
人
ハ
壱
人
も
不
通
候
得
と
も
、
右
川
方
之
荷
物
追
々
丸
子
宿
へ
持
込
候
故
、

御
断
旁
罷
出
候
、
乍
去
、
是
非
継
立
と
御
座
候
ハ
ヽ
、
当
宿
丈
者
早
々
御
継
立
可

仕
由
申
出
候
得
共
、
向
宿
不
通
候
ハ
ヽ
無
益
成
事
故
、
先
々
此
侭
丸
子
ニ
罷
在
候

間
、
分
り
次
第
可
申
出
旨
、
役
人
へ
申
達
し
候
、
依
之
、
今
日
者
蔦
や
座
敷
を
借
、

身
躰
丈
ハ
除
居
候
、
食
事
者
川
原
ゟ
も
て
は
こ
び
、
火
之
け
ハ
一
切
断
ニ
付
、
田

葉
粉
も
不
成
候
、
尤
、
昨
夜
よ
り
火
中
宿
内
不
寝
番
人
代
々
相
廻
り
候
、

　
　
　
　
六
日
　
辛
未
　
快
晴

一�

昨
夜
ゟ
、
余
波
之
地
震
度
々
有
之
、
其
数
不
相
分
候
、
追
々
実
説
相
聞
候
所
、
東

者
三
嶋
ゟ
原
・
沼
津
・
蒲
原
迄
、
厳
敷
往
来
独
歩
之
外
ハ
不
相
成
、
尤
、
道
々
橋
々

落
失
故
、
荷
物
ハ
不
通
候
処
、
人
足
と
相
対
を
以
、
無
余
義
荷
物
ハ
独
持
ニ
て
罷

通
り
候
へ
と
も
、
橋
々
ハ
独
歩
も
容
易
ニ
ハ
難
成
候
よ
し
、

　

�

興
津
と
由
比
ハ
夫
程
ニ
も
な
く
、
東
三
嶋
ゟ
丸
子
迄
之
処
、
所
々
崩
れ
や
け
ぬ
所

ハ
無
之
、
丸
子
ハ
最
大
上
々
之
よ
し
承
り
悦
居
候
、
西
ハ
見
付
・
袋
井
・
掛
川
ハ

過
半
や
け
崩
し
、
日
坂
も
同
断
、
金
谷
・
嶋
田
ハ
無
難
ニ
て
、
藤
枝
崩
れ
や
け
、

岡
部
ハ
両
棒
鼻
や
け
崩
レ
、
東
三
嶋
ゟ
西
浜
松
迄
之
所
、
問
屋
場
不
立
継
立
無
之

事
故
、
無
是
非
事
ニ
候
、
相
対
雇
ひ
等
ハ
勘
定
不
立
候
、
旁
往
来
之
相
定
候
迄
ハ
、

丸
子
ニ
滞
留
外
致
方
無
之
段
、
衆
人
申
合
候
、

一�

山
崎
観
音
寺
僧
正
名
代
竹
田
不
動
院
、
当
宿
東
棒
鼻
寺
地
之
脇
ニ
野
宿
い
た
し
候

由
ニ
て
、
宰
領
之
者
尋
来
候
所
、
善
福
寺
之
縁
も
有
之
ニ
付
、
上
京
之
後
京
都
江

之
書
状
可
遣
由
申
来
候
ニ
付
、
為
見
舞
罷
越
し
候
、
上
下
道
中
人
馬
不
継
候
間
、

無
拠
雇
ひ
き
り
ニ
い
た
し
、
明
七
日
発
足
、
宿
可
罷
越
候
旨
、
仍
而
、
今
日
迄
之

手
続
書
取
差
登
候
間
、
書
状
一
通
相
頼
候
、
中
旬
ニ
京
着
、
六
角
前
海
老
定
ニ
宿

ニ
付
、
宅
へ
可
罷
出
儀
、
心
切
ニ
被
申
呉
候
、
海
苔
一
帖
被
恵
候
間
、
従
此
方
も

関
の
戸
一
筥
送
之
候
、
江
戸
へ
出
候
上
、
大
伝
馬
丁
村
田
へ
伝
言
被
相
頼
候
、

　
　
　
　
七
日
　
壬
申
　
晴

一�

早
朝
、
不
動
院
為
暇
乞
入
来
、
直
様
発
足
有
之
候
、

一�

早
朝
、
問
屋
来
り
、
府
中
迄
之
道
明
候
間
可
相
催
、
江
尻
迄
之
助
人
足
出
し
候
例

格
も
有
之
候
間
、
早
々
用
意
い
た
し
掛
り
候
処
、
俄
ニ
府
中
へ
出
張
居
候
当
宿
役

ゟ
、
府
中
ゟ
向
不
通
候
間
、
又
々
延
引
相
成
候
、
昨
日
、
崩
損
所
見
分
之
様
子
承

候
処
、
府
中
灰
か
き
始
り
、
死
人
・
怪
我
人
三
百
人
余
、
其
内
背
負
子
守
焼
亡
之

咄
儀
有
之
、
実
ニ
笑
止
之
至
也
、

一�

夕
方
、
向
家
へ
下
り
旅
人
追
着
候
、
噂
ニ
ハ
二
川
・
新
居
大
崩
焼
、
舞
坂
も
同
断
、

一
番
船
旅
人
漂
流
、
行
先
難
知
よ
し
申
居
候
、

　
　
　
　
八
日
　
癸
酉
　
晴

一�

今
日
も
空
敷
逗
留
ニ
付
、
宗
長
法
師
之
旧
跡
西
応
寺
へ
参
り
、
今
川
氏
親
朝
臣
之

像
、
宗
祇
・
宗
長
之
像
、
北
斗
池
・
軒
端
梅
・
常
音
松
一
覧
、
当
今
川
殿
之
額
字

咄
月
峯
、

　
　
　
　
九
日
　
甲
戌
　
晴

　
　
　
　
十
日
　
乙
亥
　
晴

一�

八
月
中
泉
州
海
岸
へ
着
流
異
船
、
其
後
豆
州
下
田
へ
罷
越
候
由
、
今
度
掛
川
ゟ
御

固
メ
人
三
組
出
候
よ
し
、
役
人
申
居
候
処
、
今
日
向
之
桔
梗
屋
ニ
右
御
固
人
追
々

戻
り
休
足
、
今
度
之
地
震
ニ
付
、
下
田
浦
津
浪
ニ
て
異
船
破
損
し
、
浦
人
浦
家
千

軒
余
漂
流
、
浦
々
皆
無
石
原
ニ
成
候
而
、
役
人
皆
々
引
取
候
間
、
奉
行
も
江
戸
へ

被
引
越
候
よ
し
申
候
、
将
又
、
今
切
・
舞
坂
津
浪
ニ
て
大
変
之
よ
し
申
居
候
内
、

丸
子
川
先
月
已
来
干
水
之
処
、
一
昨
日
ゟ
出
水
迚
、
俄
ニ
荷
物
・
仮
家
な
と
片
付

候
処
、
今
晩
ゟ
追
々
水
出
、
清
水
あ
ふ
れ
出
候
所
、
住
人
不
思
儀
之
由
申
居
候
、

〔
倍
〕

夜〝

（
海
老
屋
定
八
郎
）

〔
柴
屋
〕

〔
吐
〕
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十
一
日
　
丙
子

一�

今
朝
、
登
り
荷
有
之
、
催
促
役
人
府
中
へ
罷
越
候
所
、
明
日
府
中
ゟ
案
内
可
申
よ

し
、

一�

宗
長
師
之
天
柱
山
柴
屋
寺
へ
行
向
、
一
瓶
持
参
之
処
、
什
物
為
見
、
蕎
麦
・
吸
物

迄
被
振
舞
候
、

芦
屋
釜　
　
　
　
　
　
　

一
よ
き
り　

宗
長

一
よ
き
り　

氏
親
公　
　

一
よ
き
り　

神
君

一
よ
き
り　

冷
泉
澄
覚　

や
き
も
の
付

頓
阿
之
作
人
丸　

奇
妙
〳
〵

一
休
鉄
鉢　

南
は
ん
鉄

宗
長
師
連
哥
巻

　
　
　
　
十
二
日
　
丁
丑
　
晴

一
柴
屋
寺
へ
、
以
書
中
昨
日
之
挨
拶
申
送
る
、

　
　
　
　
十
三
日
　
戊
寅
　
晴

一�

昨
日
ゟ
之
様
子
、
今
日
ハ
道
明
ニ
存
候
処
、
何
等
之
沙
汰
無
之
、
問
屋
方
聞
ニ
遣

し
候
処
、
番
衆
引
戻
し
相
成
候
抔
噂
有
之
候
処
、
検
校
方
宰
領
帰
り
、
明
日
ハ
是

非
出
立
と
申
来
り
候
所
、
役
人
来
り
彼
是
御
断
、
延
引
い
た
し
候
、
七
條
左
京
、

江
尻
ゟ
通
し
人
足
ニ
て
当
所
へ
来
り
候
間
、
向
家
ニ
宿
取
候
断
申
之
、
弥
明
日
ゟ

通
行
成
候
由
、
府
中
ハ
今
日
不
継
候
故
、
七
条
江
尻
泊
り
を
推
而
是
迄
来
候
由
、

旁
以
追
触
一
通
役
人
ニ
渡
候
、

　
　
　
　
　
　

追
觸

　
　
　

�

地
震
ニ
付
丸
子
ニ
逗
留
候
処
、明
十
四
日
出
立
ニ
付
、宿
々
人
馬
無
滞
可
差
出
、

泊
り
付
差
遣
候
間
、
左
之
通
用
意
可
給
候
、
以
上
、

�

若
王
子
殿

住
心
院
殿
使　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

十
一
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
治
部　

印

　
　
　
　
　
十
四
日

　
　
　

由　

比

　
　
　
　
　
十
五
日

　
　
　

原

　
　
　
　
　
十
六
日

　
　
　

小
田
原

　
　
　
　
　
十
七
日

　
　
　

戸　

塚

　
　
　
　
　
十
八
日

　
　
　

江
戸
着

　

�

右
役
人
ニ
渡
し
、
つ
た
や
飯
代
都
合
今
晩
片
付
申
候
、

一�

夜
ニ
入
役
人
来
り
、
府
中
役
人
ゟ
之
書
状
持
参
、
今
日
七
条
左
京
之（
カ
）通

行
者
、
興

津
役
人
之
麁
怱
故
ニ
御
座
候
、
興
津
者
御
支
配
違
候
所
ニ
て
、
申
合
不
行
届
、
大

仏
師
御
用
者
別
御
用
ニ
て
、
御
用
物
同
様
之
事
故
、
無
余
義
興
津
之
人
足
ニ
て
丸

子
迄
通
さ
れ
候
得
共
、
何
分
往
来
継
立
無
之
事
ニ
付
、
下
り
方
一
切
継
立
不
申
候

段
申
来
候
処
、
此
御
方
同
し
御
用
ニ
て
御
継
立
不
申
候
て
ハ
不
済
候
間
、
当
宿
ハ

継
立
可
申
心
得
ニ
而
、追
触
も
差
遣
し
候
間
、府
中
ニ
て
厳
敷
御
引
合
被
下
候
ハ
ヽ
、

外
ハ
不
継
候
て
も
、
此
御
方
ハ
可
継
と
申
出
候
、
然
ル
所
、
丑
刻
頃
府
中
ゟ
追
触

を
差
戻
し
候
間
、
推
而
可
遣
候
得
共
、
明
朝
御
出
立
之
御
心
得
伺
候
よ
し
ニ
付
、

右
推
戻
し
之
使
帰
り
次
第
可
申
出
旨
申
付
候
、

　
　
　
　
十
四
日
　
己
卯
　
晴
、
風

一�

昨
夜
、
興
津
宿
ゟ
丸
子
へ
書
達
ニ
て
、
上
下
人
馬
継
立
不
申
之
よ
し
、
改
而
断
来

候
よ
し
、
然
処
、
午
刻
昨
夜
之
使
帰
り
、
追
触
ハ
預
り
置
候
よ
し
、
継
立
ハ
不
成

と
申
来
り
、
い
か
ゝ
可
仕
や
伺
出
候
、
然
ニ
、
御
証
文
御
用
も
不
継
候
や
、
書
状

差
出
可
然
旨
申
達
候
処
、今
夜
五
つ
時
、府
中
ゟ
之
返
事
持
参
申
候
、若
王
子
様
・

住
心
院
様
御
使
之
儀
、
追
触
被
遣
候
得
共
、
御
継
立
ハ
不
仕
候
、
諸
家
様
之
御
往

来
ハ
御
内
々
之
事
ニ
て
、
表
向
御
通
行
ニ
無
之
候
付
、
宿
々
構
ひ
不
申
候
よ
し
申

来
候
、

　
　
　
　
十
五
日
　
庚
辰
　
晴

一�
今
日
四
半
時
役
人
来
り
、
只
今
府
中
ゟ
申
来
り
、
江
尻
橋
船
ニ
て
通
行
仕
、
今
日

ゟ
御
通
行
相
成
候
、
馬
荷
之
儀
ハ
明
日
よ
り
御
継
立
申
候
よ
し
申
来
候
間
、
早
々

用
意
い
た
さ
セ
居
候
処
ニ
、
江
戸
ゟ
十
二
日
出
、
三
上
大
輔
ゟ
書
状
を
以
、
宰
領

善
介
向
ニ
罷
登
り
候
、直
ニ
中
食
済
し
出
立
、安
部
川
台
越
、二
瀬
四
十
八
文
川
也
、

駿
府
人
馬
之
継
役
人
へ
申
、
馬
荷
ハ
人
足
ニ
替
、
弐
人
之
も
の
四
人
取
之
筈
ニ
申

付
候
得
と
も
、
何
分
人
足
無
人
故
御
断
申
候
間
、
無
拠
相
対
ニ
成
り
、
金
壱
部
差

（
康
教
、大
仏
師
）

〔
倍
〕

〔
分
〕
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出
候
、
右
ニ
て
弐
朱
丈
損
分
な
か
ら
、
馬
荷
の
こ
す
事
も
六
ケ
敷
、
推
而
参
り
候
、

夫
ゆ
へ
無
是
非
か
様
ニ
成
候
、
江
尻
児
橋
へ
行
掛
り
候
処
、
船
と
も
な
く
人
足
助

合
ニ
て
相
通
り
済
、

　

�

今
夕
由
比
之
心
得
ニ
候
得
と
も
、
時
刻
遅
く
成
、
無
拠
興
津
ニ
止
宿
い
た
し
候
間
、

先
へ
伴
右
衛
門
罷
立
候
処
、
此
間
中
滞
留
客
多
分
ニ
て
、
宿
中
登
り
客
計
詰
合
候

間
、
定
宿
水
口
や
半
平
さ
し
支
、
脇
本
陣
手
塚　
　
　

方
ニ
泊
る
、
水
口
や
主
人

之
実
家
之
よ
し
也
、

　

�

駿
府
問
屋
場
ゟ
一
同
東
ハ
皆
無
焼
崩
、
江
尻
ハ
宿
内
皆
無
焼
崩
、
其
外
道
々
小
村

立
場
之
崩
家
夥
敷
、
笑
止
千
万
成
事
、
目
も
不
当
候
、
誠
ニ
江
尻
之
有
様
ハ
聞
た

る
ゟ
も
大
変
也
、

　

�

三
保
之
松
原
半
分
余
り
津
波
引
、
下
田
浦
大
津
波
、
掛
川
之
固
人
甲
冑
四
百
領
漂

流
候
よ
し
、
水
口
や
主
人
物
語
い
た
し
候
、

　

�

今
夕
着
前
、
出
迎
役
人
差
懸
り
旅
籠
代
増
願
申
立
候
段
、
甚
以
不
都
束
故
、
其
段

水
口
や
ニ
申
付
候
、
乍
去
内
々
取
計
遣
し
、
茶
代
二
百
文
ま
し
遣
し
候
、

　
　
　
　
十
六
日
　
辛
巳
　
晴
、
夕
方
雨

一�

正
卯
刻
、
興
津
出
立
、
由
比
・
蒲
原
・
吉
原
人
馬
継
立
、
原
へ
着
、
夕
方
雨
ふ
り

出
し
混
雑
也
、

　

�

由
比
宿
ハ
三
部
通
り
之
損
し
也
、
蒲
原
・
吉
原
者
先
皆
無
之
惣
崩
也
、
殊
ニ
蒲
原

ハ
上
下
宿
端
ハ
崩
、
中
程
問
屋
場
ゟ
上
り
方
焼
失
、
夫
ゟ
道
中
筋
岩
渕
之
有
様
ハ
、

誠
ニ
目
も
不
被
当
、
道
路
崩
、
開
岡
山
巖
石
崩
居
候
、
岩
渕
本
陣
斎
藤
縫
右
衛
門

途
中
へ
出
迎
、
休
足
之
儀
申
出
候
間
、
一
寸
休
、

　

�

不
二
川
ハ
、
四
日
五
日
川
水
干
シ
歩
渡
出
来
、
夫
ゟ
培
増
之
水
ニ
相
成
候
、
甲
州

船
頭
四
人
山
す
れ
ニ
被
打
即
死
、
腕
計
国
へ
送
ら
セ
候
由
、
岩
渕
即
死
四
十
人
と

本
陣
申
居
候
、
余
者
不
承
候
、
実
ニ
恐
怖
無
限
事
、
延
宝
八
年
六
月
津
浪
此
辺
転

倒
と
有
之
、
夫
ゟ
未
曽
有
之
事
歟
、
百
七
十
年
余
ニ
成
事
也
、

　

吉
原
過
、
毘
沙
門
立
場
よ
り
下
り
方
ハ
無
難
、
原
宿
ハ
二
部
位
之
荒
ニ
見
へ
申
候
、

　
　
　
　
十
七
日
　
午
　
　
晴

一�

今
暁
丑
刻
前
、
当
宿
俄
ニ
騒
立
、
出
火
之
由
申
立
、
大
ニ
当
惑
い
た
し
、
荷
物
・

駕
籠
等
打
寄
門
口
へ
持
出
候
得
共
、
家
内
灯
火
無
之
寝
入
居
、
狼
狽
い
た
し
居
候

仕
合
故
、
誠
ニ
致
方
無
之
、
人
足
も
追
々
駈
付
候
得
共
、
間
ニ
合
不
申
、
最
早
門

外
へ
持
出
候
跡
ニ
相
成
候
、
尤
、
出
火
者
当
家
之
裏
手
ニ
て
、
小
寺
之
木
小
屋
ゟ

出
火
い
た
し
、
当
家
之
椽
先
ニ
火
の
紛
来
り
候
程
之
近
火
故
、
驚
入
候
処
、
人
集

り
早
く
早
速
相
鎮
候
へ
共
、
何
分
家
内
周
章
ニ
て
、
食
事
等
手
当
も
無
之
事
故
、

待
合
候
事
も
難
成
候
而
、
右
集
り
人
足
之
侭
、
朝
飯
仕
度
等
も
不
致
、
其
侭
ニ
而

出
立
ニ
及
ひ
、
沼
津
へ
罷
越
、
夜
中
な
か
ら
昨
宵
追
触
遣
候
故
、
人
足
手
当
能
直

ニ
継
立
候
処
、
当
所
ゟ
風
烈
敷
相
成
り
、
三
嶋
へ
七
半
時
ニ
罷
越
候
得
共
、
沼
津
・

三
嶋
大
転
倒
ニ
而
候
、
本
陣
・
問
屋
其
外
家
居
一
軒
も
無
之
、
仮
会
所
の
ミ
有
之

仕
合
、
然
ル
処
へ
、
夜
中
持
こ
み
、
沼
津
人
足
や
か
ま
し
く
継
立
催
促
い
た
し
候

処
、
三
嶋
問
屋
大
ニ
怒
り
、
今
以
継
立
不
始
候
所
へ
、
箱
根
夜
越
し
可
成
や
、
継

立
不
致
候
段
高
声
ニ
申
立
、
無
致
方
伴
右
衛
門
問
屋
仮
家
へ
入
、
対
談
之
処
、
継

立
之
儀
表
向
不
相
成
、
皆
相
対
通
し
ニ
候
得
共
、
御
証
文
も
有
之
事
故
、
継
立
者

可
致
、
乍
去
、
夜
中
ハ
不
取
合
、
尤
、
家
居
も
な
き
処
故
、
人
数
も
不
揃
候
間
、

待
居
候
様
申
事
ニ
付
、
六
半
頃
迄
待
居
候
処
、
漸
人
足
四
人
丈
拵
、
露
払
一
人
も

不
出
来
候
得
共
、
無
是
非
其
分
ニ
て
出
立
い
た
し
候
得
共
、
何
分
四
人
丈
ニ
て
山

越
無
理
成
事
故
、
山
中
ゟ
拙
子
も
歩
行
之
処
、
山
上
近
く
雪
氷
多
く
困
り
入
、
漸

箱
根
ニ
来
見
候
処
、
当
宿
者
家
居
倒
家
ハ
少
く
候
へ
共
、
い
た
み
家
の
ミ
ニ
て
、

多
分
者
住
居
不
成
、
外
住
之
仕
合
、
則
は
ふ
や
も
家
内
住
居
不
成
、
宿
端
之
清
水

や
と
申
所
ニ
而
同
居
ニ
付
、
此
家
へ
漸
罷
越
候
処
、
主
人
迎
ひ
出
、
漸
半
旅
籠
如

例
出
来
、
中
食
済
候
、

　

�

御
関
所
も
壊
破
い
た
し
候
故
、
向
方
へ
仮
家
出
来
、
登
り
方
・
下
り
方
入
替
り
ニ

成
、
則
通
行
之
節
、
右
手
駕
戸
を
引
通
行
い
た
し
、
新
谷
村
ゟ
又
々
歩
行
、
さ
い

の
河
原
石
塔
多
分
打
倒
れ
有
之
、
大
平
過
畑
へ
罷
越
候
処
、
七
半
時
故
、
是
ゟ
三

〔
被
脱
ヵ
〕

〔
分
〕

〔
富
士
〕

〔
倍
〕〔

分
〕

〔
粉
〕（

破
風
屋
）
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里
之
道
、
人
足
追
着
兼
候
間
、
是
非
釜
成
屋
ニ
泊
り
呉
候
や
う
、
伴
右
衛
門
新
谷

ニ
て
申
居
候
へ
共
、
今
朝
之
如
き
非
常
も
有
之
事
故
、
推
而
下
山
可
然
よ
し
申
置
、

則
釜
成
や
ニ
て
挑
灯
か
り
受
、
拙
子
と
下
部
一
人
、
是
ゟ
も
猶
又
先
へ
歩
行
、
湯

本
ニ
而
秉
燭
い
た
し
、
小
田
原
へ
初
更
ニ
着
候
処
、
東
山
宰
領
善
介
と
竹
本
加
太

夫
と
二
人
ハ
今
朝
ゟ
先
へ
発
足
い
た
し
、
虎
屋
三
四
郎
方
へ
止
宿
有
之
候
所
ニ
、

漸
遅
着
之
仕
合
、
今
朝
火
事
ニ
走
出
候
後
落
着
候
得
共
、
俄
之
大
歩
ニ
て
足
痛
い

た
し
、
困
り
入
候
仕
合
、
其
侭
相
臥
候
得
共
、
荷
物
等
伴
右
衛
門
相
守
り
居
、
終

ニ
今
夜
小
田
原
へ
後
着
不
致
候
事
、

　
　
　
　
十
八
日
　
未
　
　
晴

一�

今
朝
五
時
、
畑
よ
り
漸
伴
右
衛
門
御
用
櫃
・
駕
籠
宰
領
い
た
し
追
着
候
処
、
畑
を

七
つ
時
ニ
出
立
、
人
足
幷
火
と
も
し
人
等
へ
段
々
申
付
、
此
入
用
六
百
文
と
伴
右

衛
門
宿
賃
等
ニ
而
、弐
朱
計
不
時
入
方
有
之
、扨
、小
田
原
五
半
時
ニ
出
立
、大
磯
・

平
塚
人
馬
継
立
、
程
ヶ
谷
藤
沢
ゟ
秉
燭
ニ
て
、
初
更
過
戸
塚
へ
着
、

　
　
　
　
十
九
日
　
申
　
　
晴

一�

今
暁
七
つ
時
入
寒
也
、
夫
故
歟
寒
気
殊
ニ
厳
敷
覚
へ
申
候
、
当
宿
八
時
ニ
出
立
、

所
々
ニ
て
人
足
火
焚
長
休
い
た
し
、
程
ケ
谷
前
夜
明
、
神
奈
川
・
川
崎
役
人
出
、

継
立
、
大
森
ニ
而
中
食
、
品
川
継
立
、
御
殿
山
を
三
田
へ
出
、
金
地
院
へ
到
着
、

未
半
刻
也
、
先
々
到
着
之
段
悦
入
候
、

一�

松
本
地
蔵
院
、
年
行
事
成
之
披
露
不
成
候
故
、
右
用
事
ニ
付
、
九
日
ニ
藤
沢
へ
来

り
待
居
候
処
、
未
着
故
、
其
後
氷
川
ニ
待
居
候
よ
し
、
尤
、
当
院
ニ
も
来
り
、
書

状
相
残
有
之
候
、

一
着
後
早
々
、
当
院
侍
中
中
番
追
々
入
来
、

一
川
村
宗
介
父
子
も
入
来
ニ
付
、
例
品
送
之
、

　
　
　
　
廿
日
　
酉
　
　
晴

一
松
本
地
蔵
院
、
今
夕
呼
状
遣
ス
、
品
川
殿
届
物
差
出
ス
、

一
千
光
院
入
来
、
内
用
多
語
候
、

一�

地
蔵
院
七
つ
時
来
、
昇
進
披
露
滞
、
国
方
不
都
合
ニ
而
、
江
戸
留
主
居
へ
懸
合
方

頼
出
候
、
酒
肴
三
種
持
参
也
、

一
野
上
三
郎
来
、

　
　
　
　
廿
一
日

一�

五
時
出
門
、
御
役
人
方
廻
勤
、
供
方
例
年
之
通
ニ
候
、
先
御
月
番
之
安
藤
様
へ
参

上
、
呈
書
・
例
書
差
出
、
外
ニ
、
延
着
ニ
付
御
礼
前
別
日
ニ
献
上
之
例
書
も
差
出

候
処
、
役
人
川
嶋
助
之
丞
面
会
、
猶
廿
四
日
相
伺
候
様
被
申
候
、
延
着
断
書
幷
例

書
左
之
通
、

　
　
　
　

口
上
書

　

�

如
恒
例
、
大
峯
御
祈
祷
之
御
札
・
巻
数
献
上
ニ
付
、
十
月
廿
七
日
京
都
出
立
仕
、

当
月
四
日
鞠
子
宿
迄
罷
越
候
処
、
俄
ニ
地
震
相
発
、
道
中
筋
損
所
多
分
ニ
て
、
宿
々

人
馬
継
立
不
仕
通
行
差
支
、
無
拠
同
宿
ニ
差
滞
、
同
十
五
日
丸
子
発
足
仕
、
漸
十

九
日
夕
御
地
へ
着
仕
候
ニ
付
、
此
段
御
断
奉
申
上
候
、
依
之
、
恒
例
差
上
候
例
書

之
外
、

　

�

御
礼
已
前
ニ
御
札
・
巻
数
等
献
上
仕
候
近
例
書
取
奉
差
上
候
、
此
段
宜
敷
御
沙
汰

奉
御
願
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
心
院
―

　
　

十
一
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
王
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上

　
　

 
御
奉
行
所

　
　
　
　

覚

一
文
化
十
年
閏
十
一
月
廿
五
日

　
　

閏
十
一
月
廿
五
日　

御
札
献
上

　
　

十
二
月
朔
日　
　
　

御
礼

　
　

同　
　

五
日　
　
　

御
暇

〝
〝
〝

（
秀
敬
）

（
信
睦
、寺
社
奉
行
、平

藩
主
）

（
平
藩
寺
社
役
）

〝
〝

寺
社

大
峯
帰
り
之
節

〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
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右
、
御
礼
已
前
別
日
ニ
御
札
献
上
仕
候
近
例
ニ
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
王
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
心
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
―

　

夫
ゟ
廻
勤
、
左
之
通
、

　
　

太
田
摂
津
守
殿　
　
渡
辺
先
右
衛
門

　
　

中
条
中
務
大
輔
殿

　
　

今
川
駿
河
守
殿

　
　

松
平
豊
前
守
殿　
　
西
脇
乾

　
　

森
川
内
膳
正
殿　
　
京
楚
幸
介

　
　

阿
部
伊
勢
守
殿　
　
高
木
太
次
郎

　
　

久
世
大
和
守
殿　
　
加
藤
六
右
衛
門

　
　

松
平
和
泉
守
殿　
　
牧
の
亀
右
衛
門

　
　

遠
藤
但
馬
守
殿　
　
　
老
人

　
　

鳥
井
丹
波
守
殿　
　
小
森
為
善

　
　

松
平
右
京
亮
殿　
　
嶋
崎
治
兵
衛

　
　

本
多
中
務
大
輔
殿　
牧
与
四
郎

　
　

本
多
越
中
守
殿　
　
矢
嶋
秀
太
郎

　
　

酒
井
右
京
亮
殿

　
　

内
藤
紀
伊
守
殿　
　
柏
田
伴
之
丞

　
　

松
平
伊
賀
守
殿　
　
片
田
六
左
衛
門

　
　

牧
野
備
前
守
殿　
　
森
弥
吉

　
　

本
庄
安
芸
守
殿　
　
彦
坂
幸
左
衛
門

　

右
廻
勤
済
、
夕
暮
帰
院
、

　
　
　
　
廿
二
日
　
　
　
　
晴

一
五
時
出
門
、
廻
勤
、

　
　

仙
台
中
将
殿　
　
　
井
関
戸
一
平

　
　

松
平
遠
江
守
殿　
　
浅
井
慶
左
衛
門

　
　

松
平
豊
前
守
殿　
　
香
月
忠
右
衛
門

　

如
例
側
用
人
部
や
へ
通
り
、
相
済
、

　

家
中
廻
り
、
手
札
持
参
、

　
　

松
平
主
殿
頭
殿　
　
大
岡
九
十
九

　
　

鍋
嶋
加
賀
守
殿　
　
藤
嶋
兼
介

　
　

北
条
相
模
守
殿　
　
山
神

　
　

有
馬
兵
部
大
輔
殿

　
　

五
嶋
左
衛
門
尉
殿　
羽
倉
門
兵
衛

　

留
主
居
方
へ
参
り
、
風
ろ
敷
一
つ
送
之
、
国
方
へ
通
達
頼
置
候
、

　

右
相
済
、
帰
宅
、
八
半
時
也
、

一
小
野
伝
左
衛
門
入
来
、
か
き
一
重
到
来
候
、

一
秀
宝
院
・
大
蔵
院
入
来
、

一
地
蔵
院
入
来
、
留
主
居
方
付
之
書
状
下
案
持
参
也
、
右
相
済
、
夕
景
ニ
成
、

　

中
条
家
ニ
差
出
候
書
付
、
左
ニ
印
ス
、

　
前
文
ハ
、
寺
社
奉
行
ニ
同
し
、

　

十
九
日
夕
御
地
へ
着
仕
候
、
依
之
、

　

御
表
へ
献
上
日
限
之
義
、
寺
社
御
奉
行
所
へ
伺
出
候
間
、
日
限
被　

仰
出
候
上
者
、

　

如
恒
例
翌
日
大　

御
奥
へ
献
上
物
差
上
候
間
、宜
御
取
合
被
下
度
奉
願
上
候
、以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
心
―

　
　

十
一
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
王
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

　
　

中
條
中
務
大
輔
様

　
　
　
　
　
　

御
用
人
中

　
　
　
　
　
　

覚

〔
居
〕
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一
文
化
十
年
閏
十
一
月
廿
五
日
、

　

御
表
へ
御
札
守
・
巻
数
等
献
上
相
済
、

　

廿
六
日
、
大　

御
奥
へ
御
札
守
・
巻
数
献
上
仕
候
、

　

�

右
、
延
着
之
節
、
別
日
ニ
献
上
仕
候
近
例
ニ
御
座
候
、
尤
、
来
ル
廿
五
日

　

�

御
表
献
上
被　

仰
出
候
上
者
、
翌
廿
六
日
大　

御
奥
ニ
献
上
之
義
、
宜
敷
奉
願
上

候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
王
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
大
輔
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
心
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
―

　
　
　
　
廿
三
日
　
　
　
　
曇

一�

早
朝
出
門
、
鈴
木
庄
五
郎
殿
宅
へ
罷
出
候
、
御
進
物
差
出
、
口
上
書
差
出
し
、
肴

料
金
百
疋
も
断
申
、
今
日
差
出
し
候
、
取
次
飯
田
勘
四
郎
落
手
也
、

　
　

�

如
恒
例
、
大
峯
御
祈
祷
之
御
札
・
巻
数
献
上
ニ
付
、
参
府
仕
候
処
、
道
中
地
震

ニ
而
延
着
仕
候
、
依
之
、
延
着
之
例
ニ
任
セ
、
文
化
十
年
閏
十
一
月
廿
五
日

　
　

�

御
表
江
献
上
之
例
書
を
以
伺
置
候
間
、
弥
廿
五
日
献
上
被　

仰
出
候
上
者
、
翌

廿
六
日
大　

御
奥
献
上
仕
度
候
間
、
宜
御
取
合
奉
頼
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
王
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
心
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
―

一
呑
江
斎
入
来
、
の
り
や
来
る
、

一�

松
平
丹
波
守
殿
留
主
居
渡
辺
作
右
衛
門
へ
長
文
之
書
状
認
、
名
代
大
蔵
院
差
向
候

間
、
今
日
伴
右
衛
門
ニ
も
た
セ
遣
し
候
、
書
状
略
之
、

一�

品
川
式
部
大
輔
殿
屋
敷
ニ
近
来
不
罷
出
候
処
、
鈴
木
ニ
行
道
筋
故
、
両
人
罷
越
し

持
参
申
候
、
已
後
鈴
木
ニ
行
時
ニ
ハ
可
出
事
也
、

　
　
　
　
廿
四
日

一�

千
光
院
来
、
地
蔵
院
事
ニ
付
、
松
本
留
主
居
へ
懸
合
方
相
談
也
、

一�

午
後
、
安
藤
殿
へ
参
上
、
役
人
川
嶋
助
之
丞
出
会
、
明
廿
五
日
御
札
献
上
之
儀
、

例
書
之
通
被　

仰
付
候
旨
被
申
渡
候
、
夫
ゟ
便
宜
候
而
、
永
代
橋
ゟ
船
乗
、
大
部

造
異
国
作
舟
見
物
い
た
し
候
、
巾
八
間
、
長
三
十
間
、
窓
十
二
所
、
惣
銅
張
、
当

春
ゟ
造
作
ニ
て
、
先
八
部
之
出
来
ニ
付
、
此
間

　

水
戸
殿
御
一
覧
、
初
浮
成
候
よ
し
、
御
入
價
十
八
万
両
之
由
、

　
　
　
　
廿
五
日
　
　
　
　
不
勝

一�

寅
半
刻
出
門
、　

御
門
明
登　

城
、
供
廻
り
定
例
通
り
、
乗
物
四
人
、
若
党
弐
人
、

献
上
物
相
合
長
持
入
也
、
蘇
鉄
之
間
ニ
相
控
、
今
日
大
名
方
献
上
多
く
候
故
、
例

ゟ
手
間
取
、
丹
羽
清
三
被
受
取
候
、
相
済
下　

城
、
直
ニ
寺
社
御
奉
行
五
軒
相
廻

り
、
帳
元
ニ
申
置
候
、
序
ニ
付
、

　

会
津
殿
江
も
今
日
廻
勤
申
候
、
三
宅
治
兵
衛
落
手
也
、

一�

京
村
上
竹
治
郎
、
此
間
中
在
府
、
明
後
日
発
足
候
ニ
付
、
道
中
ニ
認
置
候
大
封
状

相
頼
候
、
大
方
来
月
中
旬
帰
京
候
よ
し
、
昨
廿
四
日
之
事
也
、

一
中
條
家
ゟ
手
紙
到
来
、

　
　

以
手
紙
致
啓
上
候
、
然
者
、
此
間
御
差
出
被
成
候
御
伺
書
・
例
書
被
差
出
候
処
、

　
　

�

御
例
書
之
通
相
済
候
旨
申
来
候
、
左
様
御
承
知
可
被
下
候
、
此
段
宜
得
御
意
旨

被
申
付
、
如
此
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　

十
一
月
廿
五
日

　
　
　

小
嶋
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
村
守
衛

　
　
　

三
上

　
　
　
　

廿

一�

由
良
播
磨
守
殿
家
来
佐
谷
操
、
今
夕
入
来
、
夕
方
故
猶
出
直
し
可
来
哉
と
申
事
ニ

候
へ
共
、
先
月
ゟ
拙
者
出
府
之
事
尋
合
も
有
之
程
之
事
故
、
則
出
会
候
処
、
直
面

之
挨
拶
有
之
、
扨
、
上
州
五
宝
院
御
免
之
一
条
、
段
々
御
容
赦
被
成
下
候
故
、
早
々

御
願
可
申
上
候
処
、
同
人
甚
難
渋
ニ
而
差
支
多
、
旁
以
延
引
恐
入
候
処
、
何
分
唯

今
廿
五
両
ハ
出
来
候
間
、
残
金
ハ
早
春
迄
御
猶
与
御
願
申
上
度
由
ニ
付
、
無
拠
申

（
光
則
、松
本
藩
主
）

〔
左
〕

〔
分
〕

〝

（
貞
靖
）

（
光
道
、山
田
郡
境
野
村
）

〔
予
〕
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上
候
旨
ニ
付
、
返
答
、
右
金
高
ハ
、
森
御
殿
ニ
而
儀
定
成
事
故
、
此
方
ニ
て
否
ハ

難
申
、
金
子
預
り
候
而
も
御
令
旨
ハ
不
下
候
間
、
早
春
一
同
ニ
上
納
被
成
候
迚
、

最
早
年
内
無
余
事
故
、
其
分
ニ
可
済
、
旁
其
通
り
口
上
書
拙
者
へ
御
差
出
可
被
成

旨
、
申
答
候
事
、

　
　
　
　
廿
六
日
　
　
　
　
雨
天

一�

今
朝
五
時
、
出
門
、
御
留
主
居
佐
野
日
向
守
殿
江
罷
出
、
口
上
書
持
参
さ
し
出
候
、

　
　
　
　
　

口
上
書

　

�

如
例
年
、
大
峯
御
祈
祷
之
御
札
・
巻
数
幷
御
薫
物
、

　

公
方
様
江
献
上
仕
候
ニ
付
、
定
例
之
通
り
今
廿
六
日
、

　

大　

御
奥
江
献
上
、
長
持
ニ
入
差
上
候
間
、
御
添
簡
被
成
下
度
奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
王
―
―

　
　

十
一
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
心
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋

　

�

右
之
通
差
出
候
処
、
無
程
添
簡
被
相
渡
候
ニ
付
、
夫
ゟ
平
川
口
進
上
番
所
へ
、
三

上
計
長
持
随
身
ニ
て
罷
越
し
候
、
下
拙
者
中
條
家
へ
可
罷
越
候
処
、
風
雨
故
、
伴

右
衛
門
ニ
手
札
も
た
セ
、
今
日
大　

御
奥
へ
献
物
相
納
候
間
、
御
返
事
被　

仰
出

候
ハ
ヽ
、
如
例
宜
敷
御
頼
申
上
候
旨
、
書
取
差
出
し
、
序
ニ
付
、
頼
之
た
ら
に
介

五
遣
候
、
鈴
木
江
ハ
不
参
候
、

　

�

拙
子
義
ハ
、
佐
野
殿
ゟ
直
ニ
引
取
、
外
桜
田
丹
羽
殿
ニ
て
雄
城
へ
内
用
罷
越
し
候
、

一
尼
崎
・
北
条
・
鍋
嶋
等
、
御
返
簡
到
来
候
、

　
　
　
　
廿
七
日
　
　
　
　
雨
天

一�

明
王
院
不
可
得
来
、
拝
借
金
子
十
両
と
利
足
三
部
持
参
ニ
て
、
十
五
両
之
受
取
望

候
間
遣
之
、
瓢
簞
菓
子
出
之
、

一
午
後
、
烏
森
へ
行
、
夫
ゟ
大
蔵
院
行
、
初
更
過
帰
宅
、

一
米
や
ゟ
揚
菓
子
一
重
到
来
、

　
　
　
　
廿
八
日
　
　
　
　
晴

一�

早
朝
ゟ
出
門
、
井
伊
兵
部
大
輔
殿
へ
参
上
、
夫
ゟ
下
谷
車
坂
之
長
嶋
要
蔵
方
ニ
て
、

香
持
院
見
舞
、
八
月
中
観
起
院
遷
化
之
由
、
孫
女
も
鈴
木
方
を
絶
縁
い
た
し
候
よ

し
、

一
地
蔵
院
来
、

一�

七
時
前
ゟ
品
川
縫
殿
助
殿
へ
参
上
、
御
面
会
、
四
日
会
治
参
上
之
儀
、
呉
々
御
申

候
、

　
　
　
　
廿
九
日

一
午
後
、
安
藤
家
江
両
人
参
上
候
処
、
福
岡
市
郎
左
衛
門
面
会
、
書
付
被
相
渡
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
王
子
使
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
大
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
心
院
使
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
治
部

　
　
　

明
朔
日
六
半
時
、

　
　
　

御
城
江
可
被
罷
出
候
、

　
　
　
　

十
二
月
朔
日

　

右
受
取
退
出
、
日
本
橋
へ
廻
り
、
夕
方
帰
宅
、
本
坊
風
呂
へ
行
、

　
　
　
　
十
二
月
朔
日
　
乙
未
　
快
晴

一�

六
時
出
門
、
登　

城
、
白
小
袖
・
白
袴
、
供
方
如
例
、　

献
上
御
薫
物
一
台
相
合

長
持
入
、
百
人
番
所
前
下
乗
、
御
玄
関
ゟ
大
広
間
へ
参
上
、
差
控
候
、
四
つ
時
頃
、

翌
礼
有
之
、
追
付
寄
セ
御
案
内
有
之
、
無
滞
御
礼
相
勤
、
直
ニ
下　

城
、
老
・
若
・

寺
社
廻
勤
、
安
藤
家
ニ
而
役
人
川
嶋
助
之
丞
面
会
、
猶
御
暇
之
義
、
四
日
ニ
伺
出

候
様
被
申
達
候
、
八
時
過
帰
宅
、

一�

今
朝
人
足
遅
く
、
歩
行
ニ
て
登　

城
、
不
都
合
成
上
ニ
過
言
等
申
ニ
付
、
親
方
呼

付
察
斗
、
半
払
と
申
渡
候
、

　
　
　
　
　

十
二
月
朔
日

　

今
巳
上
刻
、
御
白
書
院

（
聖
護
院
）

（
政
行
）

（
氏
中
、三
草
藩
主
）（

三
草
藩
家
老
）

（
氷
川
江
戸
役
所
役
僧
）

〔
分
〕

〔
少
〕

（
平
藩
寺
社
役
）

（

マ

ヽ

）

〔
習
ヵ
〕
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出
御
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
而
御
目
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
馬
頭
養
子

　
　
　

銀
馬
代　
　
　
　
　
　
　
　

喜
連
川
金
王
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

因
幡
守
養
子

　
　
　

巻
物
二

銀
馬
代　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
起
之
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫
衣
之
御
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
川

　
　
　

一
束
一
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

霊
巌
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
替
之
御
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
光
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
楽
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
峯
山
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
王
子

　
　
　

薫
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

住
心
院

　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
替
之
御
礼

　
　
　

一
束
一
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
詰
惣
検
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
勝
手
ゟ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
崎
奉
行

　
　
　

色
繻
子
十
巻

銀
馬
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
筑
後
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
次
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
替
之
御
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
国
寺
院

　
　

右
畢
而
、　

入
御
、

　
　
　
二
日
　
　
　
　
晴

一�

早
朝
出
門
、
両
人
同
道
、
氷
川
明
王
院
へ
為
歓
罷
越
し
候
、
酒
肴
品
々
馳
走
有
之

候
、
愚
詠
送
之
、

　
　
　
　
　

い
は
ひ
哥

　
　

ミ
な
か
ミ
を
定
め
て
け
れ
ハ
底
清
く

　
　

ふ
た
ゝ
ひ
す
め
る
氷
川
辺
の
水

　
　

名
に
そ
し
る
氷
ハ
神
の
し
る
ま
ゝ
に

　
　

日
に
と
け
月
に
み
か
き
て
そ
す
む

　

右
相
済
、
千
駄
ケ
谷
へ
行
、
夕
方
帰
宅
候
、

　
　
　
　
三
日
　
　
　
　
晴

一
秀
宝
院
入
来
、
見
舞
、
半
平
色
々
、
め
ざ
し
到
来
候
、

一�

梅
之
院
二
代
昨
日
入
来
、
見
舞
、
ふ
な
昆
布
一
箱
到
来
候
而
、
今
日
返
礼
、
上
扇

子
参
本
送
之
候
、
良
太
ニ
も
た
セ
遣
し
候
、

　
　
　
　
四
日
　
　
　
　
晴

一
円
太
房
、
暇
乞
入
来
、

一
上
州
長
見
寺
入
来
、
村
書
之
儀
申
出
候
、

一
地
蔵
院
入
来
、
明
日　

登
城
候
節
随
身
願
之
事
、

一
千
光
院
入
来
、
当
用
こ
と
、

一
秀
宝
院
入
来
ニ
付
、
濃
州
加
納
一
件
申
伝
置
候
、
蒲
倉
一
件
落
着
、
用
事
有
之
、

一�

八
時
ゟ
安
藤
家
へ
参
上
、
役
人
川
嶋
助
之
丞
出
会
、
書
付
被
相
渡
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
王
子
使
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
大
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
心
院
使
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
治
部

　
　
　

明
十
九
日
五
時
、

　
　
　

御　

城
江
可
被
罷
出
候
、

　
　
　
　

十
一
月
四
日

　

右
書
付
、
例
達
ゟ
半
時
早
く
被
達
候
故
、
子
細
可
有
之
と
存
し
、
人
足
早
申
付
候
、

一�

夕
暮
過
ゟ
品
川
家
へ
参
上
候
、
今
日
納
会
ニ
付
被
召
寄
候
間
、
辞
退
難
成
ニ
付
罷

越
候
、
祝
酒
被
下
之
、
亥
刻
帰
宅
、

（
喜
連
川
煕
氏
、喜
連
川
藩
主
）

（
紀
氏
）

（
内
藤
政
民
、湯
長
谷
藩
主
）

（
政
恒
）

〝

（
忠
徳
）

（
鮒
）

（
智
則
、群
馬
郡
大
友
村
）

（
陸
奥
国
田
村
郡
）

五
日〝

〝
〔
二
〕



東京大学史料編纂所研究紀要　第28号　2018年３月　（　 ）202

　
　
　
　
五
日
　
　
　
　
晴

一�
六
半
時
出
門
、
登　

城
、
供
方
朔
日
之
通
也
、
地
蔵
院
召
連
候
間
、
直
綴
小
五
条

着
さ
セ
候
、
蘇
鉄
之
間
ニ
控
置
候
、
今
日
者

　

年
号
改
元
ニ
付
、
恐
悦
惣
出
仕
有
之
候
、
今
日

　

�

安
政
元
年
と
改
り
候
、
然
ル
処
、
御
暇
ハ
先
へ
相
済
、
如
例
檜
間
三
度
出
、
御
時

服
拝
領
、
下　

城
ニ
付
、
地
蔵
院
計
跡
ニ
残
し
、
横
山
宗
叔
ニ
指
置
候
、
夫
ゟ
老
・

若
・
寺
社
廻
勤
、
七
時
帰
宅
、

　

�

地
蔵
院
ハ
、
八
時
過
先
へ
帰
り
引
取
候
由
、
今
日
挨
拶
、
弐
朱
壱
判
横
山
へ
相
渡

候
、

一
小
野
伝
左
衛
門
、
留
主
中
入
来
、

一�

夜
ニ
入
、
千
光
院
、
良
太
郎
同
伴
来
る
、
ミ
や
け
到
来
、
御
用
向
種
々
有
之
、

　
　
　
　
六
日
　
　
　
　
晴

一
今
川
家
ゟ
御
返
書
・
御
初
尾
来
、
拙
者
へ
苧
等
被
下
之
候
、

一
午
後
、
山
田
勇
三
郎
来
る
、
内
談
有
之
、
御
掃
部
町
へ
罷
越
し
候
、
土
産
到
来
之
、

一
夕
方
、
梅
之
院
来
、

一�

夕
暮
、
由
良
殿
内
佐
谷
操
来
、
五
宝
院
同
伴
、
昇
進
願
書
・
年
賦
拝
借
証
文
等
持

参
也
、
金
廿
五
両
持
参
付
、
仮
請
取
書
遣
し
候
、
跡
金
十
両
丈
正
月
中
差
登
候
間
、

御
令
旨
之
儀
者
、
来
春
宮
原
殿
御
使
上
京
之
時
被
下
度
よ
し
、
願
出
候
事
、

　
　
　
　
七
日
　
　
　
　
晴

一�

品
川
家
へ
先
夜
之
御
礼
参
上
、
又
々
御
酒
被
下
之
、
御
届
物
其
外
御
音
物
等
者
出

違
ニ
相
成
候
よ
し
、
留
主
中
へ
来
也
、

一�

鈴
木
庄
五
郎
殿
へ
参
上
、
御
返
事
未
出
候
得
共
、
被　

仰
出
次
第
直
ニ
発
足
申
候

間
、
暇
乞
参
上
候
、

一�

亀
山
屋
敷
へ
参
上
、
香
月
忠
右
衛
門
出
会
、
御
返
書
・
御
初
尾
・
護
摩
料
幷
自
分

へ
御
引
銀
壱
両
被
下
之
候
、

一�

蒲
倉
大
祥
院
一
件
落
着
、
調
印
ニ
付
元
飯
田
町
へ
、
幸
手
不
動
院
・
大
祥
院
・
三

上
大
輔
・
秀
宝
院
罷
越
候
間
、
他
出
也
、

一�

長
見
寺
暇
乞
入
来
也
、
七
社
引
導
之
書
面
預
り
、
写
置
候
、

一�

三
河
や
払
渡
、
儀
兵
衛
拝
借
金
今
度
延
引
、
御
断
申
候
、

一�

本
坊
ゟ
京
都
江
之
届
も
の
、
の
り
お
ひ
た
ゝ
敷
来
り
候
、
為
挨
拶
金
五
十
疋
到
来

候
へ
と
も
、
先
々
預
り
辞
退
申
置
候
、
の
り
一
包
と
も
到
来
也
、

一
大
蔵
院
宅
へ
行
、
良
太
郎
セ
話
挨
拶
金
差
出
し
置
候
、

　
　
　
　
八
日
　
　
　
　
晴

一�

午
後
、
中
条
家
ゟ
手
紙
至
来
、
然
者
、
大　

御
奥
ゟ
御
返
事
相
下
り
候
間
、
今
日

中
可
罷
出
旨
申
来
候
、
直
様
治
部
壱
人
罷
越
、
飯
村
面
会
、
左
之
通
被
渡
、

　
　
　
　

覚

　
　

金
五
両　

御
撫
わ
た　
　
　

若
王
子

住
心
院

　
　

金
三
百
疋
つ
　ゝ

使
僧
弐
人

　
　
　
　

以
上
、

　

�

右
之
通
受
取
、御
請
文
御
請
取
如
例
差
出
し
、暇
乞
不
参
之
断
申
述
候
、御
返
状
・

た
ら
に
介
代
、
明
日
可
被
差
越
旨
也
、
帰
り
足
今
川
家
へ
参
上
、
御
暇
乞
申
上
候
、

手
札
持
参
、
差
置
帰
り
候
、

一
大
伝
馬
町
馬
込
勘
ケ
由
方
へ
、
先
触
幷
先
払
金
四
両
入
箱
、
伴
右
衛
門
持
参
候
、

一
京
都
江
書
状
、
京
弥
へ
出
ス
、
日
限
無
、
十
二
日
着
之
由
、
賃
高
直
ニ
付
定
書
来
る
、

　
　
　
　
九
日
　
　
　
　
晴

一�
中
村
清
三
郎
為
暇
乞
入
来
、
今
度
別
段
達
而
被
相
頼
候
ニ
付
、
届
物
の
り
包
五
十

包
、
寺
中
幷
侍
中
ゟ
も
又
同
事
ニ
て
、
凡
百
包
計
被
相
頼
候
、
無
拠
承
知
申
候
、

一
右
届
物
有
之
上
へ
、
猶
又
幸
手
不
動
院
ゟ
森　

御
殿
江
之
届
箱
等
来
る
、

一
秀
宝
院
・
千
光
院
・
良
太
、
各
暇
乞
入
来
、

一
新
兵
衛
ゟ
蕎
麦
四
重
、
幷
勝
手
方
江
も
恵
之
、

一�

松
本
地
蔵
院
ニ
面
会
申
度
、
呼
ニ
遣
し
置
候
処
、
夜
四
時
過
、
氷
川
明
王
院
同
伴

〔
除
ヵ
〕

（
円
央
、陸
奥
国
田
村
郡
蒲
倉
大
平
村
）

（
武
蔵
国
葛
飾
郡
）

（
京
屋
弥
兵
衛
）
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入
来
也
、
松
本
留
主
居
へ
掛
合
方
之
義
、
大
蔵
院
へ
申
付
置
候
得
共
、
不
行
届
ニ

付
、
猶
又
明
朝
罷
越
承
知
可
然
、
尤
、
先
者
国
方
へ
引
取
、
披
露
待
居
方
可
然
候
、

江
戸
へ
出
張
候
事
相
顕
候
時
ハ
、
上
田
ゟ
之
用
向
ニ
付
罷
越
し
、
本
寺
用
故
無
拠

わ
け
可
申
開
筈
故
、
此
方
ニ
も
其
心
得
可
然
よ
し
申
談
候
也
、

　
　
　
　
十
日
　
　
　
　
晴

一
今
寅
刻
ゟ
催
し
、
正
六
時
ニ
出
立
、
台
所
親
方
暇
乞
来
る
、

　

本
坊
江
ハ
、
昨
日
罷
越
し
届
置
候
間
、
今
朝
不
罷
越
候
、

　

�

御
伝
馬
人
馬
幷
三
河
や
人
足
追
々
来
、
三
河
や
手
代
儀
兵
衛
・
益
田
新
兵
衛
手
伝

ニ
罷
越
候
、
未
明
出
門
、
高
輪
休
ミ
、
品
川
中
程
ゟ　

御
殿
山
へ
廻
り
、
御
台
場

土
取
場
見
物
、
夫
ゟ
橋
前
へ
出
、
問
屋
前
へ
出
、
今
度
届
物
甚
多
分
ニ
付
、
馬
荷

嵩
ニ
付
内
々
含
候
と
相
成
、
小
差
へ
酒
手
遣
し
候
、
六
郷
川
役
人
出
、
川
崎
・
神

奈
川
・
程
ケ
谷
役
人
出
、
人
馬
継
立
、
戸
塚
へ
着
、
七
時
過
也
、
役
人
出
迎
、
佐

野
や
、

一
竹
本
加
太
夫
・
呑
江
斎
、
尚
又
登
り
同
伴
願
随
身
、
曇
花
長
家
友
吉
も
同
断
也
、

　
　
　
　
十
一
日
　
　
　
　
晴

一�

寅
刻
、
戸
塚
発
足
、
藤
沢
手
前
景
取
夜
明
、
藤
沢
・
平
塚
・
大
磯
役
人
出
迎
、
人

馬
継
立
、
申
刻
小
田
原
へ
着
、
役
人
出
、
定
宿
虎
屋
三
四
郎
宿
、
茶
子
一
台
出
之

ニ
付
、
の
り
弐
帖
送
之
、

　
　
　
　
十
二
日
　
　
　
　
晴

一�

寅
刻
、
小
田
原
出
立
、
三
枚
橋
夜
明
、
所
々
休
、
新
谷
迄
宿
主
出
迎
、
御
関
所
手

札
差
出
、
乗
駕
通
行
、
箱
根
破
風
や
休
息
、
半
旅
籠
如
例
申
付
候
、
中
酒
出
之
、

正
七
時
三
嶋
へ
下
り
、
人
馬
継
立
、
今
夕
原
泊
り
之
先
触
ニ
候
得
共
、
時
刻
後
レ

候
上
、
沼
津
も
宿
取
出
来
候
間
、
俄
ニ
沼
津
ニ
泊
り
、
米
や
差
支
候
間
、
同
人
よ

り
相
願　
　
　

宿
、
役
人
罷
越
、
原
不
宿
之
儀
申
送
ら
せ
候
、

一�

沼
津
城
破
却
ニ
付
、
城
主　

水
野
出
羽
守
殿
依
願
参
勤
、
今
日
発
駕
、
箱
根
宿
手

前
行
違
候
、

　
　
　
　
十
三
日
　
　
　
　
晴

一�

寅
上
刻
、
沼
津
発
足
、
原
夜
継
、
柏
原
過
東
雲
、
吉
原
役
人
出
会
、
継
立
、　

不

二
川
船
弐
艘
越
、
望
月
孫
右
衛
門
へ
陀
羅
介
送
之
、
岩
渕
本
陣
斎
藤
奥
右
衛
門
へ

休
息
之
儀
、
上
下
共
願
立
候
間
、
無
拠
休
足
、
栗
子
餅
・
茶
出
之
、
已
後
年
々
休

息
、
た
ら
に
介
頂
戴
之
義
相
願
候
故
、
有
合
た
ら
に
介
一
、
茶
代
百
文
つ
ゝ
送
之
、

蒲
倉
・
由
比
人
馬
継
立
、
倉
沢
中
飯
、
薩
埵
下
浜
辺
独
歩
、
興
津
へ
着
、
申
刻
少

前
也
、
水
口
屋
半
平
宿
、
下
り
ニ
見
舞
物
到
来
之
謝
義
、
の
り
十
枚
遣
之
、

　
　
　
　
十
四
日
　
　
　
　
朝
曇
、
後
晴

一�

寅
刻
過
、
興
津
発
足
、
江
尻
夜
明
、
駿
府
・
丸
子
人
馬
継
立
、
同
所
蔦
や
小
兵
衛

ニ
て
中
食
、
当
所
柴
屋
寺
へ
届
物
相
頼
、
品
川
殿
詠
哥
也
、
岡
部
・
藤
枝
人
馬
継

立
、
嶋
田
へ
着
、
暮
時
也
、
定
宿
大
藪
屋
八
郎
右
衛
門
ニ
泊
、
茶
子
出
之
、

一�

田
中
本
多
豊
前
守
殿
城
郭
破
却
ニ
付
参
府
、
府
中
向
ニ
て
行
逢
候
、　

西
尾
隠
岐
殿

も
同
断
、
是
ハ
昨
日
由
比
泊
り
也
、

　
　
　
　
十
五
日
　
　
　
　
雨
、
後
風
、
晴

一�

寅
刻
過
、
嶋
田
発
足
、
大
井
川
役
人
途
中
へ
出
迎
、
四
十
六
文
川
、
祝
義
遣
之
、

金
谷
・
新
坂
・
掛
川
・
袋
井
役
人
出
迎
、
人
馬
継
立
、
見
附
へ
着
、
申
刻
頃
也
、

役
人
出
迎
、
宮
城
屋
、

　

�

今
日
通
行
金
谷
ゟ
佐
夜
中
山
大
崩
、
新
坂
ハ
無
異
、
掛
川
ゟ
原
川
・
袋
井
迄
之
大

転
倒（
カ
）大

焼
失
者
、
哀
成
事
言
悟
同
断
也
、

　
　
　
　
十
六
日
　
　
　
　
大
風
烈
、
晴

一�
寅
刻
前
、
見
附
発
足
、
安
間
夜
明
、
浜
松
役
人
幷
近
清
出
迎
、
人
馬
継
立
、
所
々

休
足
、
舞
坂
へ
罷
越
候
処
、
昨
日
よ
り
之
暴
風
益
烈
敷
、
今
朝
乗
戻
り
ニ
成
候
間
、

伊
豆
様
御
舟
も
未
廻
候
故
、
無
拠
当
宿
掛
塚
屋
へ
休
足
、
相
待
候
処
、
四
半
時
御

舟
ハ
来
着
候
処
、
風
未
止
候
而
ハ
難
出
候
よ
し
ニ
付
、
其
侭
差
控
居
候
処
、
所
詮

出
船
難
成
由
断
申
出
候
故
、
則
当
宿
ニ
一
泊
申
候
、

〔
影
〕（

忠
良
）

〔
富

士
〕

〔
尼
脱
ヵ
〕

〔
原
〕

（
正
寛
）

（
忠
受
、横

須
賀
藩
主
）〔

日
〕

〔
日
〕

〔
語
道
〕

（
近
江
屋
清
太
夫
）
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十
七
日
　
　
　
　
晴

一�
今
日
正
六
時
、
御
船
廻
り
候
得
共
、
や
は
り
風
荒
候
間
、
屋
形
取
払
、
御
用
櫃
と

駕
籠
壱
挺
丈
乗
、
今
一
艘
供
舟
之
方
ニ
駕
籠
幷
荷
物
積
込
、
追
付
乗
船
、
舟
場
も

津
浪
後
所
替
り
、
北
之
松
原
ゟ
出
る
、
此
所
之
舟
与
力
・
同
心
罷
出
候
間
、
会
釈

之
上
船
出
し
候
、
寒
風
殊
更
荒
甚
大
濤
也
、
海
上
艪
之
押
切
也
、
新
居　

御
関
所

も
津
浪
ニ
崩
、
仮
関
家
也
、
如
例
乗
駕
通
行
、
戸
を
引
、
夫
ゟ
前
ニ
御
箱
之
裏
改

済
也
、
新
居
和
泉
や
も
家
潰
候
間
、　　
　

屋
と
申
方
へ
休
足
、
例
進
物
金
百
疋

ニ
の
り
送
之
、
先
方
ゟ
も
今
年
ハ
鰹
之
塩
辛
恵
之
、
宿
内
同
心
警
固
如
例
、
但
し
、

今
日
早
朝
故
、
和
泉
や
半
旅
籠
ハ
相
止
メ
、
吉
田
之
壺
屋
ニ
て
中
飯
相
調
申
候
、

白
須
賀
・
二
川
・
吉
田
・
御
油
・
赤
坂
・
藤
川
役
人
出
、
人
馬
継
立
、
戊
刻
岡
崎

へ
到
着
、
夜
中
故
同
心
警
固
不
出
、
棒
引
計
出
る
、
岡
崎
赤
門
本
陣
大
津
勘
兵
衛

ニ
宿
、
今
夕
節
分
故
茶
子
幷
豆
出
し
、
酒
肴
迄
差
出
し
候
故
、
無
余
儀
当
夜
之
悦

酒
一
同
相
祝
、
相
休
候
也
、

一
総
持
寺
殿
、
役
人
を
以
被
相
招
候
間
、
明
早
朝
可
罷
出
段
断
申
入
候
、

　
　
　
　
十
八
日
　
　
　
　
晴
　
立
春
、
八
専
入

一�

未
明
ゟ
出
門
、
総
持
寺
へ
罷
出
候
、
御
酒
等
被
下
、
六
半
時
宿
へ
帰
り
、
五
時
岡

崎
出
足
、
同
心
両
人
警
固
如
例
、
所
々
番
所
戸
引
、
池
鯉
鮒
・
鳴
海
役
人
出
、
人

馬
継
立
、
暮
半
時
宮
へ
着
、
役
人
出
、
い
セ
久
ニ
止
宿
、
中
酒
出
之
、
此
辺
昨
日

大
分
雪
ふ
り
、
路
次
あ
し
く
成
候
故
、
旁
以
遅
着
ニ
相
成
候
、

　
　
　
　
十
九
日
　
　
　
　
晴

一�

六
半
時
乗
船
、
海
上
静
謐
ニ
而
、
桑
名
へ
午
刻
着
、
靏
屋
ニ
て
中
飯
、
半
旅
籠
申
付
、

人
馬
継
立
、四
日
市
へ
暮
前
着
、本
陣
江
戸
屋
ニ
宿
、路
次
雪
解
、歩
行
困
入
事
也
、

　
　
　
　
廿
日
　
　
　
　
　
晴

一�

寅
半
刻
、
四
日
市
発
足
、
石
薬
師
・
庄
野
・
亀
山
・
関
・
坂
下
人
馬
継
立
、
土
山

へ
着
、
申
刻
過
、
役
人
出
、
俵
屋
金
兵
衛
宿
、

「
　
　

道
中
地
震
滞
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

【
参
考
文
献
】

首
藤
善
樹
・
坂
口
太
郎
・
青
谷
美
羽
編
﹃
住
心
院
文
書
﹄
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年

首
藤
善
樹
著
﹃
修
験
道
聖
護
院
史
辞
典
﹄
岩
田
書
院
、
二
〇
一
四
年

首
藤
善
樹
著
﹃
修
験
道
聖
護
院
史
要
覧
﹄
岩
田
書
院
、
二
〇
一
五
年

〔
戌
〕

（
岡
崎
）

（
伊
勢
屋
久
右
衛
門
）

（
裏
表
紙
）


